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あなたの自転車は大丈夫？

一般・特別会計予算の概要
区　分 平成29年度 平成28年度 増減率

一般会計 280億8,200万円 282億3,700万円 －0.5%
194億200万円 196億1,800万円 －1.1%

国民健康保険事業 97億400万円 97億5,900万円 －0.6%
下水道事業 13億8,500万円 17億100万円 －18.6%
駐車場事業 8,900万円 8,800万円 1.1%
介護保険 63億6,500万円 63億2,800万円 0.6%
後期高齢者医療 18億5,900万円 17億4,200万円 6.7%

合　計 474億8,400万円 478億5,500万円 －0.8%

特別会計

各 会 計 別 予 算 額
　市の財政状況は、市税の増加が見込まれるものの、歳出では障害
者自立支援給付費、待機児童解消に向けた小規模保育所３園の開設
に伴う保育園運営費などの社会保障関係経費が増加している他、物
件費や維持補修費などの経常経費が増加したため、財政調整基金か
らの繰り入れで対応せざるを得ず、市財政は依然として厳しい状況
となっています。
　以下に、平成29年度予算の概要をお知らせします。なお、予算編
成の基本方針については、市ホームページからご覧いただけますの
で、そちらもご参照ください。
　　　　　　　　　　　　問合せ　財政課財政係☎042・497・1810
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一般会計280億8,200万円の内訳

歳入 歳出
280億
8,200万円

280億
8,200万円

市税 33.0%
民生費 58.8%92億6,581万円
165億739万円市民税・固定資産税・

軽自動車税・市たば
こ税など 高齢者・障害者福祉

や子育て支援など

国・都支出金36.8%
103億874万円
国や都からの負担金、補助
金、委託金

地方交付税 13.0%
36億6,000万円
国からの調整財源

市債 5.2%
14億5,400万円
金融機関などからの借入金

地方消費税交付金 5.0%
13億9,500万円
消費税のうち市への配分金

繰入金 1.8%
5億1,410万円
基金の繰り入れなど

◆�市税は、給与以外の所得の減などにより個人市民税が減となる一
方、法人市民税の増収が見込まれるなど、全体では前年度よりも
6,186万円増の92億6,581万円となっています。
◆�国庫支出金は、障害者自立支援給付費、保育園運営費などの社会
保障関係経費は増加するものの、国の補正予算に伴い臨時福祉給
付金給付事業を平成28年度の予算として繰越して実施することか
ら、前年度比3.7％減の56億5,800万円となっています。
◆�都支出金は、国庫支出金同様、社会保障関係経費の増額の他、私
立保育園施設整備費の増額などにより前年度比6.9％増の46億
5,074万円となっています。
◆�地方交付税は、国の予算額が2.2％（3,705億円）の減額となってい
る他、臨時財政対策債振替額の増額に伴い、基準財政需用額の減
額が見込まれることから、前年度比1.9％減の36億6,000�万円とな
っています。
◆�市債は、臨時財政対策債の増額に伴い、前年度比5.6％増の14億
5,400万円となっています。

◆�民生費は、小規模保育所３園の開設に伴う保育園運営費や障害者
自立支援給付費が増となりましたが、臨時福祉給付金給付事業の
減（経済対策分は平成28年度12月議会補正計上）により、前年度
とほぼ同額となっています。
◆�教育費は、コミュニティプラザひまわり屋上防水等改修工事の皆
減（工事終了）などにより、前年度よりも1億8,956万円の減額と
なっています。
◆�衛生費は、柳泉園組合負担金の減などにより、前年度よりも
2,332万円の減額となっています。
◆�消防費は、消防署建替用地の購入などにより、2億1,501万円の
増額となっています。
◆�土木費は、市道0115号線歩道拡幅用地購入費などの減により、前
年度よりも1億432万円の減額となっています。
◆�農林業費は、都市農地保全支援プロジェクトの皆減（事業終了）
などにより、3,953万円の減額となっています。

総務費 10.5%
29億5,194万円
市役所の運営など

教育費 8.4%
23億4,691万円
小・中学校教育、生涯
学習・スポーツなど

公債費 6.9%
19億3,508万円
市債の返済

衛生費 6.0%

消防費 4.4% その他 5.0%

16億8,512万円

12億2,130万円 14億3,426万円

健康づくり、ごみの処理など

防災対策事業など 土木費、議会費、
農林業費など

歳入の状況 歳出の状況

市民一人当たりに置き換えた歳出額 人口74,510 人（平成 29年 1月 1日現在）

　民生費 　総務費 　教育費 　公債費 　衛生費 　消防費 　その他

221,546 円 39,618 円 31,498 円 ２5,971円 ２2,616 円 16,391 円 19,249 円 

一人当たり合計

376,889 円

予算のポイント

安全でうるおいのある暮らしができるまち

子どもたちを健やかに育むまち

健幸でともに支えあうまち

都市格が高いまち

68万円◇自動通話録音機の無料貸与を開始
　振り込め詐欺対策として、通話を自動録音する自動通話録音機
100台を無料で貸し出します。

◇災害時の特設公衆電話回線設置工事を実施（全小中学校）
180万円

◇冠水箇所の雨水対策を実施
　せせらぎ公園南側、中央公園東側、竹丘公園南側、第五中学校
東側の冠水箇所の雨水対策を実施します。

1,500万円

◇健幸ポイント事業の拡充
　日々の健康努力とそれによる健康状態の改善などに
応じてポイントを付与する健康ポイント事業を拡充し
て実施し、健康づくりを支援します。

2,016万円

◇第２層生活支援コーディネーターの配置
　サービス提供主体間の連携の体制づくりを担い、地域の支えあい
を推進する第2層生活支援コーディネーターを新たに配置します。
（介護保険特別会計）

750万円

◇家族まるごと支援事業
　子育て中に親の介護が重なった保護者の負担軽
減のため、家事援助や通院介助などの家庭訪問型
の支援を行います。

68万円

◇30～39歳の市民健康診査の実施期間延長
　30代を対象とする健康診査の実施期
間を延長します。

2,491万円

◇スマイルベビーきよせ（清瀬市版ネウボラ事業）の実施

　妊娠期・出産・母子保健の切れ目のない支援（ネ
ウボラ）を実施し、子育てのしやすいまちづくり
を推進します。具体的には、妊娠届時にすべての
妊婦に保健師などが面接を実施、妊産婦相談事業
の実施、育児パッケージ（子育て用品）のプレゼ
ントなどを行います。

1,449万円

◇低所得者世帯の第２子以降の保育料無償化
　子どもの貧困対策の一環として、年収約360万円未満の世帯の第
2子以降保育料を無償にします。（平成31年度まで）

約700万円（影響額）

◇保育園運営事業（小規模保育所３園を新設・
新たな認可保育園を整備）
　待機児童対策として、小規模保育所３園（定員48人増）を新たに
開設します。また、平成30年4月の認可保育園1園（定員100人）の
開設に向け、施設整備を行います。

24億964万円

◇小中学生のイングリッシュキャンプを実施
　小中学生の英語学習を充実させるため、８
月1日から３日まで清瀬市立科山荘でイング
リッシュキャンプを行います。対象は小学5
・6年生と中学1・2年の30人（公募により
選考予定）。キャンプには外国人講師が同行
し、期間中は英語のみをコミュニケーション
の手段として使います。

178万円

◇病児保育送迎サービスの開始
　「保育園にいる子どもが急に発熱。でも仕事ですぐには迎えに行
かれない……」。そうした保護者を支援します。市内の保育所など
を利用する児童が、登園後に発熱などを起こした場合に、保護者が
病時保育室の利用を希望すれば、病児保育室「チルチルミチル」の
職員が児童を迎えに行き、病児保育室で保育を行います。

900万円

豊かな自然と調和した住みやすく活気あるまち
◇清瀬ひまわりフェスティバルの継続実施
　都内最大級、約10万本のひまわりが見られる
「清瀬ひまわりフェスティバル」は、今年で10
回目の節目を迎えます。

360万円

◇商工振興プランの検討 42万円

◇市道0115号線（六小前）など５路線道路整備

◇国の重要有形民俗文化財指定記念
　　　　　　　『清瀬のうちおり展』を郷土博物館で開催
　市の有形民俗文化財として指定さ
れている「清瀬市及び周辺地域のうち
おり衣料」が、３月に国の重要有形民
族文化財に指定されました。これを記
念して、『清瀬のうちおり展』を郷土
博物館で開催します。
（※10月14日～29日を予定）

49万円

◇郷土博物館特別展『最先端映像技術展』
　夏休みに子どもたちが郷土博物館に足を運ぶきっかけを作っても
らうため、ヴァーチャルリアリティの世界を体験できる『最先端映
像技術展』を開催します。おとなも楽しめる、参加型展覧会です。

451万円

◇シティプロモーション動画を制作
　市のさまざまな魅力を映像化し、インターネットなどを通じて日
本全国・世界各国に発信するためのプロモーション動画を制作しま
す。市外の方に清瀬の魅力を知ってもらい、交流人口・定住人口の
増加を目指します。

300万円

新庁舎建設に向けた取り組み
◇基本・実施設計業務
　ワークショップなどを開催し、市民の皆
さんの意見を反映しながら基本設計をまと
めていきます。その後、実施設計、工事着
工に向けて計画的に取り組んでいきます。

5,211万円

平成29年度

その他 5.2%
14億8,434万円
使用料及び手数料
諸収入・財産収入など

※各数値は端数処理の関
係上、合計と一致しない
場合があります。

2億1,200万円　歩行者・自転車・車が安全に通行できるよう
に、道路の整備を進めます。


